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前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比
10 10月 0.5 0.9 0.8 ▲ 0.4 0.3 0.6 ▲ 0.6 ▲ 4.7 ▲ 1.4 2.5

11月 0.0 0.9 0.0 ▲ 0.3 0.0 0.5 1.2 ▲ 3.2 2.7 4.4
12月 0.4 1.2 0.2 ▲ 0.2 0.3 0.7 1.1 ▲ 2.1 2.9 4.4

11 1月 0.6 1.6 ▲ 0.2 ▲ 0.1 0.5 1.0 0.1 ▲ 3.5 2.8 5.5
2月 0.1 1.7 0.1 0.0 0.1 1.1 1.1 ▲ 1.5 1.9 8.2
3月 0.6 2.0 0.4 0.5 0.6 1.5 ▲ 0.1 ▲ 2.0 1.7 10.0
4月 1.0 2.6 0.2 1.2 0.8 2.1 2.2 ▲ 2.9 5.9 9.9
5月 ▲ 0.2 2.2 ▲ 0.4 0.7 ▲ 0.2 1.6 ▲ 2.0 ▲ 2.7 0.5 10.2
6月 0.0 2.5 ▲ 0.1 0.8 0.0 1.9 ▲ 0.6 ▲ 2.1 ▲ 1.7 11.0
7月 0.0 2.8 ▲ 0.1 0.9 0.0 2.2 ▲ 1.4 ▲ 1.1 ▲ 0.4 13.3
8月 ▲ 0.2 2.6 ▲ 0.3 0.7 ▲ 0.2 2.0 ▲ 1.8 ▲ 1.4 ▲ 2.2 13.0
9月 ▲ 0.2 2.4 0.0 0.6 ▲ 0.1 2.0 ▲ 0.8 ▲ 1.8 ▲ 2.0 10.9

10月 ▲ 0.5 1.6 ▲ 0.4 ▲ 0.6 ▲ 0.5 1.2 ▲ 1.1 ▲ 2.3 ▲ 0.6 11.8
11月 0.0 1.6 ▲ 0.1 ▲ 0.7 0.0 1.3 0.1 ▲ 3.3 0.1 8.9
12月 ▲ 0.1 1.1 0.0 ▲ 0.9 ▲ 0.1 0.8 ▲ 0.1 ▲ 4.5 0.9 6.7

12 1月 0.0 0.5 ▲ 0.1 ▲ 0.8 ▲ 0.2 0.3 ▲ 0.6 ▲ 5.2 ▲ 1.7 2.1
2月 0.2 0.6 0.3 ▲ 0.6 0.2 0.4 2.8 ▲ 3.5 2.3 2.5
3月 0.6 0.6 0.4 ▲ 0.6 0.5 0.3 3.6 0.1 6.0 6.9

(注) 国内企業物価及び国内企業物価(連鎖指数)の前期比は夏季電力料金調整後の値。

(出所）日本銀行「企業物価指数」
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○３月の国内企業物価は前月比＋0.6％と高い伸び 

３月の国内企業物価指数は前年比＋0.6％とコンセンサス（同＋0.4％、レンジ：同＋0.1％～＋0.8％)を

上回った。前年比でみた伸び幅は昨年の上昇の裏が出る形で２月（同＋0.6％）から横ばいとなったが、前

月比でみれば＋0.6％と明確に上昇した。 

前月比の内訳をみると、プラスに寄与したのは、石油・石炭製品（前月比＋6.7％、前月比寄与度＋

0.47％ポイント）、非鉄金属（前月比＋2.0％、前月比寄与度＋0.05％ポイント）、スクラップ類(前月比＋

4.8％、前月比寄与度＋0.03％ポイント)、化学製品（前月比＋0.4％、前月比寄与度＋0.03％ポイント）な

ど、マイナスに寄与したのは、鉄鋼（前月比▲0.8％、前月比寄与度▲0.05％ポイント）などであった。 

３月は原油価格の高騰によって、ガソリンや軽油などの石油・石炭製品が高い伸びとなり、３月の上昇の

殆どはこれによって説明できる。その他、原油価格の高騰が波及したことでベンゼンなどの化学製品が上昇

したほか、国際価格の上昇により非鉄金属も上昇した。一方で、鉄鋼は在庫調整の難航などを背景に６ヶ月

連続の前月比マイナスとなり、弱さが目立っている。 

 

○消費財の国内品は前年比▲0.8％ 

国内品を需要段階別にみると、素原材料は前年比▲1.9％（前月比＋0.9％）、中間財は同＋1.4％（同＋

0.5％）、最終財は同▲0.6％（同＋0.4％）となった。足元の原油高による影響などから、中間財価格はこ

のところ上向きの動きが目立つ。消費者物価と関連が深い消費財の国内品価格をみると、前年比▲0.8％、
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前月比＋0.6％となった。ガソリン価格の上昇などを背景に、前月比では２月から上昇した。今後、原油価

格の上昇が川下製品へ波及していくことで、消費者物価にも上昇圧力がかかる可能性が高いだろう。 

 

○原油高や円高修正の影響から輸入物価は高い伸び 

輸入物価（円ベース）は前年比＋6.9％(前月比：＋6.0％)となった。このところの原油高の影響から、３

月は原油や液化石油ガス、ナフサが前月比プラスとなった。加えて、円高修正が円建ての輸入価格の押し上

げ要因となっており、輸入物価は上昇が続いている。また輸出物価（円ベース）は前年比＋0.1％（前月

比：＋3.6％）となった。円高による押し下げ圧力が弱まったことなどを背景に前年比では 25 ヶ月ぶりにプ

ラスに転じた。 

 

○徐々に上向きの動きへ 

このように３月の国内企業物価指数は、石油・石炭製品価格などの上昇を主因に前月から上昇した。従来

筆者は、昨年の上昇の裏が出ることによって、前年比でみた伸び幅が縮小へ向かうと想定していた。だが原

油価格高騰の影響により、足元の国内企業物価は筆者想定よりも強い動きとなっている。 

先行きを展望すると、昨年の裏による影響と原油価格の上昇による影響が綱引きをすることで、前年比で

は一進一退の展開が予想される。その後は年後半にかけて、①昨年の裏の影響が剥落していくこと、②海外

経済の持ち直しが予想されること、などから徐々に上向いていく可能性が高そうだ。なお、原油相場は引き

続きイラン情勢によって左右される可能性が高く、先行きの高騰リスクは残っている。原油価格は川下製品

への波及を通じて国内企業物価に幅広く影響を与えるため、その動向に注意が必要だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国内企業物価指数（前年比、％）
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（出所）日本銀行「企業物価指数」

 

国内企業物価寄与度分解（前年比、％）
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（出所）日本銀行「企業物価指数」

機械類 鉄鋼・建材関連
素材(その他） 石油・石炭製品

非鉄金属 電・ガス・水道
その他 CGPI

 

 

 

需要段階別指数前年比（国内品、％）
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（出所）日本銀行「企業物価指数」

素原材料 中間財 最終財

 

コアCPIとCGPI（最終消費財・国内品）（前年比）
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（出所）総務省「消費者物価指数」、日本銀行「企業物価指数」
  

 

 

輸入物価（前年比、％）
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(出所）日本銀行「企業物価指数」

輸出入物価の推移（前年比、％）
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（注）輸出物価・輸入物価は円ベース。
（出所）日本銀行「企業物価指数」
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